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流通とＳＣ・私の視点 

2008年７月 14日 
 

男が好きになるＳＣ・店とは!! 
 

私は、ＳＣ強者(ＳＣの主力ターゲット)を｢ファミリー｣、｢女性｣、｢子供｣、ＳＣ弱者(ＳＣが対象外？としてい

るターゲット)を｢シニア｣、｢男性｣､｢ヤング｣と呼んでいます。郊外のＳＣは、概念的にはファミリー、女性、子

供を主力ターゲットとし、それ以外のシニア、男性、ヤングにとっては買うものがないＳＣとなっています。多

くのＳＣにとって男性は、ファミリーのお父さんとしての位置づけであり、シニアはファミリーの祖父母(孫と一

緒)としての位置づけでしかなく、男性やシニアの独自性は希薄です。ヤングは郊外のＳＣ内では弱者ですが、都

心のファッションビル等では強者になっています。 

そこで、私がカナダを視察した時(2008 年６月)に新たに見つけ、｢パパ好きの店｣と名付けた｢カナディアンタ

イヤ｣について考察します。カナディアンタイヤは、カー用品を中核にラインロビングして、男が買うすべての商

品を取り扱うことをコンセプトとし、｢男のための店｣として男のライフスタイルを提案する店(男が喜んで買いに

行く店)と、男の義務的買物の店(男が仕方なく買いに行く店)に対応した｢男のための総合店｣です。男の買物をテ

ーマにして、これだけワンストップショッピング化したメガストアは見事です。 

男が買物をする時やＳＣへ行く時は、３つの出向動機(買い場を選ぶ動機)があります。 

①ファミリー(奥さん、お子さん)と一緒に行く準義務的出向動機 

②男でなければ、あるいは、男が行くのが通例になっている買物の義務的出向動機 

③男が自分の趣味や自分のためのライフスタイルに基づく買物の出向動機 

カナディアンタイヤは、まさにこの３つの買物の出向動機を満たしています。 

（１）男の好みの店 

男が行く、あるいは男が好きな買い場を業種別に示すと次の通りです。 

 業     種 テ ナ ン ト 例 

１ フ ァ ッ シ ョ ン 系 阪急メンズ館、伊勢丹メンズ館、マルイメン、アオキ 

２ ス ポ ー ツ 系 ゼビオ、スポーツオーソリティ、アルペン、阪急イングス 

３ ク ラ フ ト ＆ ホ ビ ー 系 東急ハンズ、ロフト 

４ 情 報 家 電 系 ヨドバシカメラ、ヤマダ電機、ビックカメラ、ジョーシン 

５ ホ ー ム 系 イケア、ジョイフル本田、コーナン、ディオワールド、ニトリ 

６ カ ー 用 品 系 オートバックス、イエローハット 

７ ペット＆ガーデニング系 ペッツマート(米)、スミス＆ホーケン(米) 

８ ブック＆ステーショナリー系 伊東屋、イケマン、紀ノ国屋、未来屋、旭屋、丸善、バーンズ＆ノーブル(米) 

９ ミュージック＆メディア系 ＴＳＵＴＡＹＡ、ゲオ、ＨＭＶ、ＪＵＥＧＩＡ、島村楽器 

10 コンピューターショールーム系 アップルストア、ソニースタイル 

（２）男の好みのブッフェ 

ブッフェ(ビュッフェ)は、｢和食｣(日本料理型、海鮮型)、｢洋食｣(フランス型、イタリア型、イギリス型)、「中

華」(中華型、海鮮型)、｢韓国｣(焼肉型、家庭料理型)、｢エスニック｣(インド型、ベトナム型、タイ型、ロシア型)

…等があります。 

今、特に人気のあるブッフェは｢女性志向｣、｢小ロット・多アイテム志向｣、｢ヘルシー志向｣､「ファミリー＆パ

ーソナル志向」で、どちらかと言うと、おしゃれな場でおしゃれに食べるブッフェであり、男性にとって必ずし

も満足がいくものではありません。男性は、むしろボリューム志向、肉志向を求めています。私はカナダのトロ

ントで、大人気の中華料理のブッフェに行ってきました。このブッフェは、女性志向の小ロット・多アイテム型

の中華ブッフェでしたが、鉄板焼きの焼肉コーナーもあり、ショー的趣向で料理人が好みのものを焼いてくれま

す。女性向きのブッフェにおしゃれな焼肉コーナーが付加され、男性にも女性にも子供にも人気のあるブッフェ

でした。このように、ボリューム感とおしゃれ感の３割差異化・特化、７割総合化のブッフェが好まれます。 
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